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十
九
年
十
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領

答
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号

内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
五
六
号

平
成
十
九
年
十
一
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
文
部
科
学
省
と
山
田
洋
行
社
の
契
約
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
文
部
科
学
省
と
山
田
洋
行
社
の
契
約
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
平
成
十
三
年
度
以
後
に
同
省
又
は
同
省
所
管
の
特
殊
法
人
若
し
く
は
独
立
行
政
法
人
と
株
式

会
社
山
田
洋
行
（
以
下
「
山
田
洋
行
」
と
い
う
。
）
又
は
株
式
会
社
日
本
ミ
ラ
イ
ズ
（
以
下
「
日
本
ミ
ラ
イ
ズ
」
と
い
う
。
）

と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
随
意
契
約
の
有
無
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
当
時
の
宇
宙
開
発
事
業
団
及
び
独
立
行

政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
山
田
洋
行
と
随
意
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
が
、
当
該
随
意
契
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
特
段
の
問
題
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
同
省
の
一
般
職
の
常
勤
職
員
で
、
山
田
洋
行
若
し
く
は
日
本
ミ
ラ
イ
ズ
の
役

員
若
し
く
は
職
員
と
ゴ
ル
フ
を
行
っ
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
役
員
若
し
く
は
職
員
か
ら
接
待
を
受
け
た
者
は
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

機
構
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
宇
宙
開
発
事
業
団
と
山
田
洋
行
と
の
間
で
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に

係
る
業
務
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
に
約
千
九
百
万
円
で
、
平
成
十
四
年
度
に
約
二
千
八
百
万
円
で
随
意
契
約
が
締
結
さ

一



れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
機
構
と
山
田
洋
行
と
の
間
で
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
、

平
成
十
五
年
度
に
約
五
百
万
円
で
、
平
成
十
六
年
度
に
約
一
億
五
千
百
万
円
で
、
平
成
十
七
年
度
に
約
千
七
百
万
円
で
、
平

成
十
八
年
度
に
約
一
億
千
七
百
万
円
で
、
平
成
十
九
年
度
に
約
三
百
万
円
で
、
人
工
衛
星
開
発
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
、
平

成
十
七
年
度
に
約
百
万
円
で
、
平
成
十
八
年
度
に
約
千
百
万
円
で
、
平
成
十
九
年
度
に
約
二
百
万
円
で
随
意
契
約
が
締
結
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
十
三
年
度
に
お
け
る
独
立
行
政
法
人
航
空
宇
宙
技
術
研
究
所
及
び
宇
宙
科
学
研
究
所

の
契
約
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
保
存
期
間
が
経
過
し
、
関
連
す
る
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
確
認
で
き
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
除
き
、
文
部
科
学
省
所
管
の
特
殊
法
人
又
は
独
立
行
政
法
人
と
山
田
洋
行
又
は
日
本
ミ
ラ
イ
ズ
と
の
間
で
随
意

契
約
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
同
省
の
一
般
職
の
常
勤
職
員
又
は
同
省
所
管
の
特
殊
法
人
若
し
く
は
独
立
行

政
法
人
の
役
員
若
し
く
は
常
勤
職
員
と
し
て
在
職
し
、
退
職
後
、
山
田
洋
行
又
は
日
本
ミ
ラ
イ
ズ
に
再
就
職
し
た
者
は
い
な

い
。

二



五
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
に
締
結
し
た
砕
氷
艦
の
船
体
の
建
造
契
約
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
防
衛
庁
に
お
い
て
調
達
相
手
方
の
募
集

を
公
示
に
よ
り
行
っ
た
と
こ
ろ
、
一
社
の
み
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
建
造
能
力
を
審
査
し
た
上
、
当
該
社
と
の

間
で
総
額
約
二
百
四
十
五
億
円
で
随
意
契
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
機
構
が
行
う
人
工
衛
星
打
上
げ
用
の
ロ
ケ
ッ

ト
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
Ｈ－
�
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
の
う
ち
、
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
は
三
菱
重
工
業
株
式
会
社
に
、

衛
星
分
離
部
の
開
発
は
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
委
託
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
機
構
が
行
う
人
工
衛
星
打
上
げ
用

の
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
全
体
を
一
の
民
間
企
業
に
委
託
し
た
事
実
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

現
在
、
文
部
科
学
省
が
使
用
し
て
い
る
仮
の
庁
舎
の
所
有
者
は
、
三
菱
地
所
株
式
会
社
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
同
社
と
の
間
で
、
平
成
十
五
年
度
は
総
額
約
二
十
二
億
八
千
九
百
万
円
、
平
成
十
六
年

度
は
総
額
約
四
十
五
億
九
千
八
百
万
円
、
平
成
十
七
年
度
は
総
額
約
四
十
五
億
九
千
八
百
万
円
、
平
成
十
八
年
度
は
総
額
約

三



四
十
五
億
九
千
八
百
万
円
、
平
成
十
九
年
度
は
総
額
約
四
十
四
億
七
千
四
百
万
円
の
賃
料
で
賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い

る
。

四


